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・震源波源域の設定について 

・津波浸水想定のシミュレーション（暫定版）について 

・地震動想定のシミュレーション（暫定版）について 
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１．これまでの経過 

平成 23 年 3 月 11 日の「東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）」をうけて、宮崎県では「宮

崎県防災会議地震専門部会」を立ち上げ、これまで 2 回の審議を経た。 
以下に、部会での審議内容をまとめた。 
 
 

【宮崎県防災会議地震専門部会】 

《第１回 H23.7.27》 
 方針の決定 
 被害想定項目の検討 
 対象地震（日向灘、南海トラフ） 
 南海トラフの地震に関しては中央防災会議の結果を見極めることに決定 

《第２回 H23.11.28》 
 日向灘における M9,8 クラスの震源域の検討 
 被害想定手法案の説明 

《第３回 H24.3.21（本日）》 
 日向灘における震源波源域の設定について 
 日向灘における津波浸水想定のシミュレーション（暫定版）について 
 日向灘における地震動想定のシミュレーション（暫定版）について 

《第４回 H24.6 頃予定》 
 南海トラフの地震・津波について（予定） 
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表 2-1 対象とした断層パラメータ一覧表2 

 

                                                  
2 原田隆典（2007）：震源断層から一貫して捉えた地盤・基礎・長大構造物の応答評価とその予測

法（課題番号 16560418）平成 16 年度-平成 18 年度科学研究費補助金基盤研究（C）（２）研究成

果報告書 

M9 M8

面積S(km2) 84778 9513

モーメントマグニチュードMw 9.0 8.0

地震モーメントM0(Nm) 3.45E+22 1.29E+21

平均的な応力パラメータΔσ(MPa) 3.40 3.40

平均すべり量D(m) 9.63 3.23

S波速度Vs(km/s)

平均密度ρ(g/cm3)

剛性率μ(N/m2)

破壊伝播速度Vr(km/s)

fmax(Hz)

面積Ss(km2) 50297 ― 深さ≧10km ―

モーメントマグニチュードMws 8.7 ― MWs=(logM0s-9.1)/1.5 ―

地震モーメントM010(Nm) 1.57E+22 ― M0s=16/7π1.5×ΔσsSs
1.5 ―

平均的な応力パラメータΔσs(MPa) 3.40 ― 地震調査研究推進本部 ―

平均すべり量Ds(m) 7.42 ― Ds=M0s/μ/Ss ―

アスペリティ全体

地震モーメントM0a(Nm) 7.53E+21 7.14E+20

面積Sa(km2) 12029 2623 過去の震源域 地震調査研究推進本部

平均すべり量Da(m) 14.84 6.45

応力降下量Δσa(MPa) 13.90 12.95

アスペリティ1

地震モーメントM0a1(Nm) 1.90E+21 1.03E+20

総面積Sa1(km2) 3342 476 1968年震源域 地震調査研究推進本部

すべり量Da1(m) 13.47 5.11

応力降下量Δσa1(MPa) 23.96 24.05

アスペリティ2

地震モーメントM0a2(Nm) 2.86E+21 7.34E+19

総面積Sa2(km2) 4388 381 1662年震源域 地震調査研究推進本部

すべり量Da2(m) 15.44 4.57

応力降下量Δσa2(MPa) 23.96 24.05

アスペリティ3

地震モーメントM0a3(Nm) 2.77E+21 3.93E+20

総面積Sa3(km2) 4299 1167
Yamashita et al. (2009)の固着域に

1662年震源域と同等の面積を設定
地震調査研究推進本部

すべり量Da3(m) 15.28 7.99

応力降下量Δσa3(MPa) 23.96 24.05

アスペリティ4

地震モーメントM0a3(Nm) ― 1.45E+20 ― M0a3=M0a×Sa3
1.5/ΣSai

1.5

総面積Sa3(km2) ― 599 ― 地震調査研究推進本部

すべり量Da3(m) ― 5.72 ― Da3=M0a3/μ/Sa3

応力降下量Δσa3(MPa) ― 24.05 ― Δσa3=7π1.5/16×M0a3/Sa3
1.5

背景領域1 深さ≧10km

地震モーメントM0b1(Nm) 8.21E+21 5.81E+20 M0b1=M0s-M0a M0b=M0-M0a

面積Sb1(km2) 38268 6890 Sb1=Ss-Sa Sb=S-Sa

すべり量Db1(m) 5.09 2.00 Db1=M0b1/μ/Sb1 Db=M0b/μ/Sb

応力降下量Δσb1(MPa) 2.67 2.47 Δσb1=7π1.5/16×M0b1/Sb1
1.5 Δσb=7π1.5/16×M0b/Sb

1.5

背景領域2 深さ＜10km ―

地震モーメントM0b2(Nm) 1.87E+22 ― M0b2=M0-M0s ―

面積Sb2(km2) 34481 ― Sb2=S-Ss ―

すべり量Db2(m) 12.86 ― Db2=M0b2/μ/Sb2 ―

応力降下量Δσb2(MPa) 7.12 ― Δσb2=7π1.5/16×M0b2/Sb2
1.5 ―

M9 M8

地震調査研究推進本部

D=M0/μ/S

地震調査研究推進本部

M0=16/7π1.5×ΔσS1.5

日向灘

3.75

3.0

4.2E+10

2.7

13.5

Da2=M0a2/μ/Sa2

MW=(logM0-9.1)/1.5

Δσa=7π1.5/16×M0a/Sa
1.5

Da=2D

M0a=μDaSa

Δσa1=7π1.5/16×M0a1/Sa1
1.5

Da1=M0a1/μ/Sa1

M0a1=M0a×Sa1
1.5/ΣSai

1.5

M0a2=M0a×Sa2
1.5/ΣSai

1.5

Δσa2=7π1.5/16×M0a2/Sa2
1.5

Δσa3=7π1.5/16×M0a3/Sa3
1.5

Da3=M0a3/μ/Sa3

M0a3=M0a×Sa3
1.5/ΣSai

1.5
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図 2-9 日向灘における年間滑り量分布 

（Yamashita et al.,2009）8 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10 東北地方太平洋沖地震の滑り量分布 

（藤井・佐竹,2011）9 

                                                  
8 Yamashita Y., H. Shimizu, and K. Goto (2009), Small repeating earthquakes activity and 
interplate quasi-static slips in the Hyuga-nada, SW Japan, Eos Trans. AGU, 90(52), Fall Meet. 
Suppl., Abstract S23B-1745 
9 藤井雄士郎・佐竹健治：2011 年 3 月 11 日東北地方太平洋沖地震の津波波源（暫定結果，Ver. 4.2
と Ver. 4.6）、http://iisee.kenken.go.jp/staff/fujii/OffTohokuPacific2011/tsunami_ja.html 
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３．津波浸水想定のシミュレーション（暫定版）について 

3.1 数値シミュレーショの方法 

・平面２次元の支配方程式を Staggered leap-frog 法により差分化して計算した。 
・支配方程式は浅水理論式（非線形長波式）を用いた。 
〔運動方程式〕 

(1) 
 

(2) 
 
  〔連続の式〕 

          (3) 

η：水位 
Ｍ、Ｎ：ｘ、ｙ方向の流量 
ξ:海底鉛直変位分 
Ｄ：全水深（＝水深＋水位） 
n ：マニングの粗度係数 

 
 ・地震による上下地殻変動量を津波の初期水位として与え、以降の水位・流量変化を時間発

展的に計算した。 
 ・差分計算の空間メッシュサイズ（格子間隔）は宮崎県沿岸全域を 50ｍメッシュとした。沖

側は粗いメッシュとして波源から浸水域まで一括して計算した。 
 ・時間方向のメッシュ間隔（積分時間間隔）は、計算安定条件に基づき設定した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-1  差分計算の概念図 
 

 ・初期潮位 ：T.P.+1.15（平成 18 年調査の朔望平均満潮位と同等） 
 ・再現時間 ：6時間 
 ・最小メッシュサイズ  ：50ｍ 
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津波の想定と一概に言っても、いくつかの指標がある。次に主な用語をまとめ、図 3-2

にイメージ図を示す。 

 

語句 意味 
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浸水深 地盤から測った水位 

遡上高 

（そじょうこう） 
海岸から内陸へ津波がかけ上がる高さ（標高） 

 

 

 

 

図 3-2  津波の高さ等の定義10 

                                                  
10（株）地震工学研究開発センター：九州沖から南西諸島までの超巨大地震の津波シミュレーシ

ョン、http://www.eerc.co.jp/research.html 
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表 3-1 日向灘（M8）による代表地点における津波高 

「H24.3.21 時点暫定版」 

 

 

津波高
（m）

津波の最大高さ
(T.P.+m)

宇土崎 0.15 1.7 2.7

直海港 0.15 3.4 4.4

古江港 0.16 2.8 3.8

島浦漁港 0.18 2.7 3.7

美江港 0.17 3.7 4.7

安井町 0.2 2.6 3.5

延岡港 0.2 2.5 3.5

大瀬川 0.21 3.4 4.3

長浜海岸 0.21 3.8 4.7

沖田川 0.23 2.9 3.8

土々呂漁港 0.26 3.1 4.0

門川漁港 0.27 3.0 3.9

細島港 0.31 2.9 3.7

塩見川 0.32 3.0 3.8

赤岩川 0.33 3.1 3.9

耳川 0.37 2.4 3.2

都農漁港 0.41 2.3 3.0

平田川 0.42 2.8 3.6

小丸川 0.4 2.0 2.8

一ツ瀬川 0.34 2.4 3.2

石崎川 0.31 2.4 3.3

住吉 0.28 2.3 3.2

宮崎港 0.22 1.9 2.9

大淀川 0.19 1.6 2.6

八重川 0.16 1.9 2.9

清武川 0.13 1.8 2.8

加江田川 0.11 1.7 2.7

青島漁港 0.06 1.9 2.9

内海 0.04 2.1 3.2

小内海 0.05 2.5 3.6

伊比井 0.05 2.5 3.6

宮浦漁港 0.05 2.4 3.5

風田川 0.06 2.1 3.2

広渡川 0.06 1.9 3.0

油津港 0.06 2.1 3.2

大堂津 0.06 2.0 3.1

潟上川 0.04 2.4 3.5

市来漁港 0.02 1.4 2.6

宮之浦漁港 0.01 1.1 2.3

黒井港 0.02 0.8 1.9

本城漁港 0.04 0.6 1.7

福島港 0.06 0.6 1.7

福島高松港 0.06 0.6 1.7

地点
地盤沈降量

（m）

最大津波
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表 3-2 日向灘（M9）による代表地点における津波高 

「H24.3.21 時点暫定版」 

 

 

津波高
（m）

津波の最大高さ
(T.P.+m)

宇土崎 0.5 5.6 6.2

直海港 0.55 10.9 11.5

古江港 0.59 6.9 7.5

島浦漁港 0.62 8.0 8.5

美江港 0.67 10.4 10.8

安井町 0.71 9.1 9.5

延岡港 0.77 8.3 8.7

大瀬川 0.78 9.3 9.6

長浜海岸 0.8 11.7 12.0

沖田川 0.83 8.3 8.7

土々呂漁港 0.86 7.0 7.3

門川漁港 0.9 7.2 7.4

細島港 0.96 6.5 6.7

塩見川 0.99 9.2 9.4

赤岩川 1.02 8.5 8.6

耳川 1.09 7.9 8.0

都農漁港 1.19 8.0 8.0

平田川 1.23 7.0 6.9

小丸川 1.22 5.5 5.4

一ツ瀬川 1.19 7.1 7.1

石崎川 1.17 5.6 5.6

住吉 1.15 6.8 6.8

宮崎港 1.12 5.5 5.5

大淀川 1.1 5.2 5.2

八重川 1.08 6.6 6.6

清武川 1.03 6.4 6.5

加江田川 0.99 6.4 6.5

青島漁港 0.86 6.7 7.0

内海 0.75 6.4 6.8

小内海 0.75 9.7 10.1

伊比井 0.7 6.5 7.0

宮浦漁港 0.61 6.9 7.4

風田川 0.53 9.4 10.0

広渡川 0.55 6.8 7.4

油津港 0.54 5.4 6.0

大堂津 0.56 7.5 8.1

潟上川 0.5 5.2 5.9

市来漁港 0.42 5.6 6.4

宮之浦漁港 0.45 6.7 7.4

黒井港 0.6 6.8 7.4

本城漁港 0.77 4.1 4.5

福島港 0.84 4.5 4.8

福島高松港 0.87 4.4 4.7

地点

最大津波
地盤沈降量

（m）
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図 3-6 日向灘（M8）の津波浸水予測図（全域）と代表地点位置 
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図 3-7 日向灘（M8）の津波浸水予測図（県北部） 
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図 3-8 日向灘（M8）の津波浸水予測図（県中部） 
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図 3-9 日向灘（M8）の津波浸水予測図（県南部） 
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 図 3-10 日向灘（M9）の津波浸水予測図（全域）と代表地点位置 
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図 3-11 日向灘（M9）の津波浸水予測図（県北部） 
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図 3-12 日向灘（M9）の津波浸水予測図（県中部） 
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図 3-13 日向灘（M9）の津波浸水予測図（県南部） 
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3.3 今後の修正 

 津波予測に関して、現在作業中、及び今後の進める作業を以下に示す。 
 

 国土地理院、及び各河川国道事務所より借用した LP データ、今後整備予定の航空ﾚｰｻﾞ測量

データ（LP データ）を用いて 10m メッシュ地形データの作成（図 3-13） 
 県管理河川の縦横断図より河川のデータ化 
 海岸・河川構造物のデータ化 
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４．地震動想定のシミュレーション（暫定版）について 

4.1 数値シミュレーショの方法 

 

表 4-1 地震動予測手法 

項目 
暫定版（今回） 

予測手法 
確定版 

予測手法 

地震動の評価 地震波形（３成分）＋増幅
率 

地震波形（３成分） 

断層モデルの考え方 不均質モデル（津波波源と
同じ）破壊開始点２ケース 

不均質モデル 

地盤モデルの考え方 J-SHIS15による地盤モデル J-SHIS による地盤モデルを
観測記録より修正 

工学的基盤での地震動計算手法 統計的グリーン関数法 統計的グリーン関数法 

土の非線形性挙動を考慮した 
表層地盤の増幅計算の考え方 

J-SHIS による微地形区分に
よる増幅倍率により評価 

等価線形法による応答計算
を実施し、地表波形を予測 

計測震度、地表最大加速度、地
表最大速度の算出 

工学的基盤での震度に増幅
倍率より求まる震度増分を
加算して算出 

計算で求めた地表波形から
算出し、新たに一部 50m で
設定した微地形区分を用い
て面に展開 

 

図 4-1 地震動の伝わり方イメージ 

                                                  
15 地震ハザードステーション（J-SHIS）：http://www.j-shis.bosai.go.jp/ 

宮崎平野都城盆地 
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4.2  試算結果 

 日向灘 M8 の工学的基盤、地表の震度分布を図 4-3 と図 4-4 に、日向灘 M9 の工学的基盤、地

表の震度分布を図 4-5 と図 4-6 に示す。 
 
・北から破壊した結果は、震源南方に影響が大きくなり、南から破壊を開始した結果は、震源

北方に影響が大きくなっている。これは「ディレクティビティ効果」であり、断層破壊が高

速で伝播するために、地震波の振幅が方位によって異なってくる。経験式（距離減衰式）で

は考慮されない現象である。 
・日向灘 M8 の地震では沖積低地の大部分が 6 強、一部において震度７が予測されている。日

向灘 M9 の地震も同様に沖積低地の大部分が 6 強、しかし河川沿いなど広い範囲で震度７が

予測されている。 
・今回示した手法は、地表での地震動の伝わりをほぼ線形に近い形で扱っているため、今後応

答計算を行い、非線形性を考慮することによって、震度分布は一回り小さくなることが予想

される。 
・前回調査（北部 M7.5、南部 M7.5）よりマグニチュードが大きくなっているが、震度６強の

エリアが小さくなっている主な理由は、震源の考え方が変わったことで、アスペリティ（固

着域）という揺れを大きく発生させる領域を考慮したためである。宮崎平野の直近にあるア

スペリティから近いところはより揺れ、遠いところはあまり揺れない結果となっている。 
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4.3 今後の予定 

 地震動予測に関する今後の進める作業を以下に示す。 
 

 地震観測記録、及び現地計測を行い深い地盤モデルの更新 
 ボーリングデータ16（図 4-6）J-SHIS、及び土地分類基本調査17から、50m メッシュに境界

などを再設定し作成した微地形区分（図 4-7）を用いて表層モデルを構築 
 長周期地震動の予測、及び表層の応答計算 

 

                                                  
16 公益社団法人地盤工学会九州支部九州地盤情報システム協議会（2012）：九州地盤情報共有デ

ータベース２０１２ 
17 国土交通省：5 万分の 1 都道府県土地分類基本調査、

http://tochi.mlit.go.jp/tockok/inspect/landclassification/land/l_national_map_5-1.html 
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図 4-6 ボーリング位置図（宮崎県内約 1.2 万本） 
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